
部 品 明 細 

裏返した天板①の上に天受けビーム②を前後 

に置き、六角アプセットセムス⑨で仮止めし 

て下さい。 

固定脚④を逆さにし、下図のように天受けビ 

ーム②の両端に差し込み、外側より六角アプ 

セットセムス⑨で仮止めして下さい。 

キャビネット吊金具をセットした後、キャビネットの引出しを抜き裏返し 
て、キャビネット吊金具の上に置き六角ボルト、平座金で止めします。 
その後、取り付けるキャビネットがＡタイプの場合、本体（キャビネット） 
を図3のａの位置に本体の前面がくるように合わせます。またＢタイプの 
キャビネットの場合は、ｂの位置に本体の前面がくるように合わせます。 
そして、それぞれの位置に合わせたのち、はずれないように本締めして下 
さい。 

カンヌキ⑧を固定脚④に下から差し込み、六角ボルト⑩、 
バネ座金⑪、平座金⑫、カラー⑬で締め付けて下さい。 
さらに、スライド脚の先端部にアジャスター⑦をねじ込 
んで下さい。 
※高さを変更する場合は、作業台を逆さにしてノブボル 
　ト⑥8ヶ所をゆるめて調整し、再度締め直して下さい。 

本体を仮止めの状態で、補強フレーム③を天受けビーム 
②の間に、図1の様に穴のある面を横に向けて斜めにし 
て入れ、それから天受けビームと垂直になるように回転 
させます。この時、同時にビス穴がある面が上にくるよ 
うにします。この状態にしておいてから、全てのネジを 
本締めして下さい。 
本締めが終ったら、補強フレームを天受けビームの中心 
付近の穴の位置まで移動させて、図2のように補強フレ 
ームを持ち上げながら、皿小ネジ⑯でネジ止めして下さ 
い。 

④固定脚　2ヶ 

⑧カンヌキ 
1本 

⑩六角ボルト 2本 
（Ｍ8×55　） 

⑫平座金 2ヶ 
（Ｍ8用） 

⑪バネ座金 2ヶ 
（Ｍ8用） 

⑨六角アプセットセムス 
　（Ｍ8×18　） 

14本 

①天板　1枚 

②天受ビーム　2本 

③補強フレーム　1本 
（TKT-189Fのみ） 

⑦アジャスター 
4ヶ 

《キャビネットの取付方法》 《TKT-189Fの場合》 《中量高さ調整作業台高さ調整方法》（詳細） 

⑭皿小ネジ2本 
（Ｍ8×15　） 

※組み立てが終わった後、作業台を起して、再度ガタ付きの無い様ネジ部は 
　しっかりとはずれないように締め付けた上、水平レベルを出して下さい。 

⑤保持金具 
4ヶ 

⑥ノブボルト 
　　（Ｍ8×15　） 

   4ヶ 
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天　　　　　板 

天 受 ビ ー ム 

補強フレーム 

固　　定　　脚 

保 持 金 具  

ノブボルト（Ｍ8×15　） 

アジャスター 

カ　ン　ヌ　キ 

六角アプセットセムス 
（Ｍ8×18　） 

六角ボルト（Ｍ8×55　） 

バ ネ 座 金（Ｍ8） 

平 座 金（Ｍ8） 
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皿小ネジ（Ｍ8×15　） 
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⑨ 

④ 

② 

六角ボルト 

平座金 

キャビネット吊金具 

トラス小ネジ 

取付板 

天受ビーム 

脚フレーム 

六角ボルト 

保持金具 

ノブボルト 

上 

下 

保持金具 
向き 

スライド脚の穴と 
脚フレームの穴を 
しっかり合わせて 
下さい。 

スライド脚 

キャビネット吊金具 

７１ 

Ａ（NKL-11, 22, 32, 33, WKL-1, 2, 3） 
Ｂ（NKL-S10, S20, S30, NKL-10, 20, 30） 

図3

ａ ｂ 
15～16㎜ 

正面側 
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⑬カラー 
2ヶ 

※ 

※内2本は使用しません。（12本使用） 

向き注意 

高さ調整目盛の見方 

1040ミリ（最大） 

高さ調整が正しく行われていれば 
スライド脚角穴の上部と脚フレーム 
支柱の下端がぴったり合います。 
（合わない場合は調整が不完全です 
　のでもう一度高さ調整の手順に合 
　わせてやり直してください。） 

合わないままでご使用になりますと 
事故の原因となりますので、絶対に 
おやめください。 

740ミリ（最小） 

940ミリ 

840ミリ 

25ミリ 

25ミリ 

⑥ 

手順１　脚フレーム支柱とスライド脚を固定している六角ボルト（2本×4ヶ所）
及び保持金具（4ヶ所）のノブボルトを軽くゆるめます。（ボルトは絶対に
外さないで下さい。故障の原因になります。） 

手順２　スライド脚が動くようになりますので、少しだけ持ち上げ保持金具を外し
てください。 

手順３　スライド脚を調整したい高さに変え、保持金具を入れて高さを変更してく
ださい。（保持金具の向きに注意してください。逆に入れるとノブボルトを
締めても完全に固定できません。） 

手順４　手順１によってゆるめた六角ボルト及びノブボルトをしっかり締め付けて
ください。 

 


